
編集後記

前号は, "9.11の衝撃とアフガニスタン戦争に直面した国際情勢のな

かで,この編集後記を書かざるをえなかった。しかし,本号もまた,イラ

ク戦争に国際世論が分裂する事態を目の当たりにしながら,重苦しい気持

ちで編集に取り組まなければならなかった。何と皮肉なことか--・。振り

返れば, 1989年12月のマルタ会談で冷戦の終篤が確認され,ポスト冷戦

の未来に明るい見通しが生まれたはずなのに,これからどうなるのか,暗

いペシミスティックな気持ちにならざるをえない。

複雑な錯綜する国際情勢にあっても,私たちは自らの存在意識に確信が

もてるような時ftであってほしいと願っている。これは,国家や民族の壁

を超越して言えることであり,未来に人間として夢を措くことができると

いいのであるが,こうした思いが空しく聞こえるほど, "カオス"が蔓延

しているのであろうか--。

(河内信幸)
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